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1章. 業務概要 

 

1.1. 業務の目的 
林業経営の効率化と森林の管理の適正化を促進することを目的とした森林経営管理制度の

推進を図るため、大館市ではこれまでに意欲と能力のある林業経営者等の ICT1等活用技術

の向上を目的とした研修等を実施してきている。 

これまでの研修ではスマート林業2に関わる技術全般を扱いながら、令和 2 年度は技術導

入のためのコミュニケーション、令和 3 年度は生産性の把握と目標設定に係る PDCA3につ

いても取り扱いながらステップアップを図った。今年度の研修では森林経営管理制度の運用

に関する技術に焦点を当て、森林経営管理実施権の配分に向けた企画提案書の作り方、およ

びその作成の際に使用する OWL データの扱い方について研修を実施することとした。 

また、スマート林業の導入と運用について、優良事例の紹介や研修参加者への調査票に基

づく意見交換会も実施することとした。 

 

1.2. 実施概要 
本業務の実施概要は表 1-1 のとおりである。 

 

表 1-1 実施概要 

 日  時 内  容 

第

１

部 

令和 4 年 

9 月 28 日（水） 

10：00～15：00 

・森林経営管理制度の説明 

・OWL データの扱い方の説明 

・スマート林業優良事例の紹介 

課

題 

提出期限 

10 月 31 日（月） 

・企画提案書の作成 

・ICT 活用に関する調査票の記入 

第

２

部 

令和 4 年 

11 月 30 日（水） 

10：00～15：00 

・企画提案書の発表・講評 

・スマート林業に関する意見交換会 

 

1.3. 実施場所 
研修会は大館市北地区コミュニティーセンターにて実施した。  

 
1 「Information and Communication Technology」の略称。情報技術（IT）を拡張した用語で、インタ

ーネット等による通信技術によって、様々な人やモノがつながる技術のこと。 
2 林業の人材不足・担い手不足解消のため、情報通信技術やレーザー測量技術などの先端技術を活用し

て、生産性や安全性の向上、コスト削減や効率的な森林管理を目指すもの。 
3 Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）の頭文字を取り、この 4 段階を順次行った後

に次の PDCA につなげ、ループするごとに各段階のレベルを向上させ、継続的に業務を改善すること。 
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2章. 研修会第１部 

 

2.1. 実施内容 
研修会第 1 部では、森林経営管理実施権の配分のための企画提案書を作成するにあたって

前提となる森林経営管理制度の説明や、大館市で取得する OWL データの扱い方について研

修した。また、スマート林業優良事例の紹介も行った。タイムテーブルを表 2-1 に示す。 

 

表 2-1 研修会第 1 部のタイムテーブル 

時間 内  容 担 当 

09:30 

10:00 

10:10 

11:00 

11:10 

開場・受付 

開会、趣旨説明 

森林経営管理制度の説明（概要説明・秋田県の取組状況） 

休憩 

森林経営管理制度の説明（大館市の取組状況） 

大館市 

 

秋田県 

 

大館市 

12:00 昼食  

13:00 

14:00 

14:10 

15:00 

OWL データの扱い方の説明・演習 

休憩 

スマート林業優良事例の紹介 

閉会 

日林協 

 

 

写真 2-1 研修会第 1 部の状況  
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2.2. 森林経営管理制度の説明 
第 1 部の午前は、森林経営管理制度について、全体的な概要、秋田県の取組状況、大館市

の取組状況の順に、国策レベルから市レベルの視点まで順を追って説明した。 

 

（１） 森林経営管理制度の概要の説明 
国全体の森林・林業を取り巻く現状を解説した後、森林施業集約化の取組、および森林経

営管理制度の概要、それらにおける意欲と能力のある林業経営者の位置付けを説明した。ま

た、森林経営管理実施権の配分のための企画提案書の募集についての流れや、見積もりに関

わる森林所有者に支払う金額の算定方法についても解説した。 

（巻末資料：『森林経営管理制度の概要』参照） 

 

 

写真 2-2 森林経営管理制度の概要の説明状況（北秋田地域振興局：宍戸氏） 

 

（２） 秋⽥県の取組状況についての説明 
秋田県からは、県の支援体制、森林経営管理制度の推進における課題と対応、各市町村の

進捗状況等について説明があった。支援体制としては、森林経営管理支援センターを設置し

ており、それによる市町村人材の育成支援等を行っていることも説明があった。 

課題については、制度実施にあたっての市町村の業務量増加や林業の専門知識を有する職

員の不足、森林境界の精通者の不足が挙げられた。これらに対する取組として、支援センタ

ー職員による支援や研修の実施、WEB での森林情報の共有、UAV4による森林調査手法の

実証試験の実施等を紹介した。 

（巻末資料：『秋田県の取組状況について』参照） 

 
4 「Unmanned Aerial Vehicle」の略称。無人航空機のことであり、空中ドローンと同義。 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-3 秋田県の取組状況についての説明状況（北秋田地域振興局：岩谷氏） 

 

（３） ⼤館市の取組状況についての説明 
森林経営管理制度創設時の課題と、大館市が実施してきた対応について説明した。 

課題については、相続未登記問題や森林所有者の高齢化・不在村化、森林情報の精度問題、

各種制度の普及状況が挙げられた。これらの対応として、航空レーザー測量やOWLの導入、

森林経営管理実施権の配分のための企画提案書作成マニュアルの整備等に取組んでいること

や経営管理集積計画の実施状況、およびそれに基づく意欲と能力のある林業事業体への森林

経営管理実施権の配分状況についても説明した。 

（巻末資料：『森林経営管理制度の取り組み』参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2-4 大館市の取組状況についての説明状況（大館市：安保氏） 
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2.3. OWL データの扱い⽅の説明 
大館市では、意欲と能力のある民間事業者に対し、森林経営管理実施権の配分のための企

画提案書の作成にあたり、対象林分の現況把握手段として、今後、OWL により取得した現

地の 3D データの提供を予定しており、対象林分の材積はこのデータより算出されるものを

基準とすることとしている。また、林況の 3D モデルを俯瞰することにより、立木の曲がり

等の把握が可能であり、歩留まりの推定に活用されることも期待されている。 

 

 

図 2-1 企画提案書の作成における OWL 活用の流れ  

大館市 林業事業体 

選定委員会 

現地にて取得した 

データを OWL 

ビュワー用に変換 

提案書を審査 

選定された事業体に 

経営管理実施権を設定 

現地にて OWL でデータを取得 

OWL ビュワー用 

データを提供 

OWL で取得した 

材積や林況等の 

データを活用して 

企画提案書を作成 

提出 

OWL ビュワー（無料）で 

現地の状況を確認 
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そこで、OWL データを活用するための無料の OWL ビューワーの使用方法を説明し、ha

当たり材積の取得方法や、3D モデルによる林況の閲覧方法などを解説した。 

また、昨年の研修の際に OWL を用いて取得したデータを用いて、材積取得や林況閲覧の

実習を行った。 

OWL ビュワーの操作の手順をまとめた復習用動画を用意し、研修第 2 部に向けての提出

課題である企画提案書作成の際に各自確認できるようにした。下記の URL での限定公開と

している。 

 

 

 

https://youtu.be/ccSnz1btSy4 

 

 

 

写真 2-5 OWL データの扱い方についての説明状況 
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写真 2-6 OWL ビューワーの演習状況 

 

 

写真 2-7 OWL ビューワーの演習状況 

 

また、下記の点については第 2 部で補足説明を行った。 

・作業範囲の大館市（OWL データの取得・加工）と事業体（データの閲覧）のすみ分け 

・樹高補正機能とその原理 

・見積書への OWL データの活用  
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2.4. スマート林業優良事例の紹介 
今回は、技術面より運用面に主眼を置いて事例を取り上げた。技術自体に軽労化等の効能

はあるものの、それを活用するためには人材育成や社内・社外・地域全体での合意形成が必

要であることや同じ技術であっても運用方法は地域によって異なっていることを解説した。 

それを踏まえた上で、地域全体で連携してスマート林業に取組んでいる事例として 2 例紹

介した。1 例は北海道のスマート林業 EZO モデルにおける ICT ハーベスタ5＋バリューバ

ッキング6による川下の需要量に応じた生産量調整、もう 1 例は、宮崎県での各種紙帳票の

デジタル化によるトレーサビリティ明確化と違法伐採への対応である。これらの実施にあた

ってのポイントは、デジタルデータ共有についての地域全体の合意形成だったことも解説し

た。 

（巻末資料：『スマート林業優良事例の紹介』参照） 

 

 

 

写真 2-8 スマート林業優良事例の紹介状況 

  

 
5 従来チェンソーで行っていた立木の伐倒、枝払い、玉切りの各作業と玉切りした材の集積作業を一貫し

て行う自走式機械。 
6 価値最適採材と訳されるシステムで、自動的に価格や需要に対し最適となる長さで採材を行うことがで

きる。 
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3章. 提出課題 

 

3.1. 実施内容 
研修会第1部にて説明した森林経営管理制度および森林経営管理実施権の配分について、

企画提案書の作成を課題とし、第 2 部にて講評によるフォローを図ることとした。また、第

2 部の意見交換会に向けて ICT 活用に関する調査票の記入を課した。 

 

3.2. 企画提案書の作成 
大館市岩瀬字内町沢の市有林を仮想の経営管理集積計画対象森林とした森林経営管理実

施権の配分のための企画提案書作成を課題とした。課題の実施にあたり参加者には対象森林

の OWL データを含む各種データとともに、研修会第 1 部で紹介した企画提案書作成マニュ

アルを配布した。 

 

 

図 3-1 企画提案書様式の一部 

 

 



10 

 

図 3-2 企画提案書作成マニュアルの一部 
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3.3. ICT 活用に関する調査票の記入 
参加者における ICT の活用状況、考え、課題等についての調査票の記入を課題とした。

研修会第 2 部の意見交換会ではこの集計結果を共有した上で、意見交換を実施した。集計結

果を次に示す。 

 

 

問１ ICT 技術の導入についてどのようにお考えですか 

7 社とも導入に対して肯定的であった。積極性についても各段階に概ね等しく分散してい

るが、積極的に導入する意向が多めだった。 

 

選択肢 回答数 
1. 積極的に導入していきたい 3 
2. 必要があれば導入したい 2 
3. ゆくゆくは導入を考えたい 2 
4. 特に必要を感じない 0 
5. その他 0 

 

 

理  由 

【「1. 積極的に導入していきたい」を選択した理由】 

・作業の効率化 

・慢性的な人手不足を解消するため、作業の効率化の観点から、積極的に導入していき

たい。 

【「3. ゆくゆくは導入を考えたい」を選択した理由】 

・便利なので予算と教育時間の確保次第で検討したい。 

 

図 3-3 ICT 技術の導入に対する考え 

 

  

0 1 2 3 4 5

1.積極的に導入していきたい
2.必要があれば導入したい

3.ゆくゆくは導入を考えたい
4.特に必要を感じない

5.その他
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問２ ICT 技術に期待することはどのようなことですか（複数回答可） 

期待が高いものは、「1. 作業の効率化」、「2. 労働負荷の軽減」、「4. 生産性の向上」であ

った。一方、「5.採算性の向上」は回答数が少なく、それ以上に軽労化が期待されていると

みられた。また、情報・データに関わる 8.～10.については重視されていなかった。その他、

「3. 安全性の確保」や「6. 人手不足の解消」など人員に関することにも期待が寄せられて

おり、全体的に労働環境の改善に関わる項目への関心がうかがわれる。 

 

選択肢 回答数 
1. 作業の効率化 7 
2. 労働負荷の軽減 6 
3. 安全性の確保 3 
4. 生産性の向上 5 
5. 採算性の向上 1 
6. ⼈⼿不⾜の解消 3 
7. 精度の向上 2 
8. 川上から川下までの 

データ共有 0 

9. 資源量の把握 0 
10. 帳簿のデジタル化 0 
11. その他 0 
12. 特になし 0 

 

図 3-4 ICT 技術に期待すること 

 

 

問３ 現在抱えている業務上の課題、問題点はどのようなことですか（複数回答可） 

課題、問題点としては「1. 人材・後継者の確保」、「2. 従業員の高齢化」が挙げられてい

る。問 2 でみられた労働環境の改善に対する期待を裏付けるものとなっている。 

 

選択肢 回答数 
1. ⼈材・後継者の確保 5 
2. 従業員の高齢化 3 
3. 事業量の減少 0 
4. 作業効率の低下 0 
5. 収益の減少 0 
6. その他 0 

 

図 3-5 現在抱えている業務上の課題、問題点 

 

  

0 1 2 3 4 5 6 7

1.作業の効率化
2.労働負荷の軽減
3.安全性の確保
4.生産性の向上
5.採算性の向上

6.人手不足の解消
7.精度の向上

8.川上から川下までの…
9.資源量の把握

10.帳簿のデジタル化
11.その他

12.特になし

0 1 2 3 4 5 6

1.人材・後継者の確保
2.従業員の高齢化
3.事業量の減少

4.作業効率の低下
5.収益の減少

6.その他
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問４ 現在どのような ICT 技術を導入されていますか（複数回答可） 

導入が進んでいる ICT 技術は、「1. GIS」、「2. 高精度 GNSS」、「4. ドローン空撮」であ

った。フリーソフトや数十万円クラスのものなど、導入にあたり比較的金銭的コストが低い

ものが挙げられている。 

満足度は高～普通が大半を占めた。なお、「1. GIS」の「満足度：低」、「年間稼働日数：

10 日」との回答については、問 6 にて使用していない理由として「QGIS を主に使用して

いるため」とあることから、市販の GIS のみを指してのものと思われる。 

 

選択肢 満⾜度 回答
数 高 普通 低 

1. GIS 2 1 1 4 
2. 高精度 GNSS 3 1  4 
3. 地上レーザ 1   1 
4. ドローン空撮 3 2  5 
5. ドローン苗木運搬    0 
6. ICT ハーベスタ    0 
7. 木材検収システム 1   1 
8. 作業日報システム    0 
9. VR シミュレーター    0 
10.その他（電⼦輪尺）    1 

 

図 3-6-1 ICT 技術の導入状況（満足度） 

 

  

0% 50% 100%

1.GIS

2.高精度GNSS

3.地上レーザ

4.ドローン空撮

7.木材検収ｼｽﾃﾑ

高 普通 低
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導入時期については、高精度 GNSS やドローン空撮が 2020 年頃からみられ、GIS は 10

年程前という回答もあった。また、2022 年に地上レーザや木材検収システムを導入した事

業体もある。 

年間稼働日数では、GIS や高精度 GNSS で年 100 日以上という回答がみられた。ドロー

ン空撮も 4 社が年 30 日と回答している。なお、稼働日数が 5 日以下のものは、いずれも

2022 年に導入したばかりのものであった。 

 

 

 

 

    導入時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

    年間稼働日数 

 

 

 

 

図 3-6-2 ICT 技術の導入状況（導入時期・年間稼働日数） 

 

 

なお、2020 年頃は、基本セットが 10 万円程度の RTK7 GNSS や 20 万円程度で購入で

きるドローン、無料の QGIS3 など低コストな ICT 技術が出回ってきた時期である。同時期

に本スマート林業普及対策業務の研修においてもドローンや QGIS について扱ってきてお

り、導入の一助となっていると考えられる。 

 

  

 
7 「Real Time Kinematic」の略称で、GNSS 測位においては、データ通信等によりリアルタイムに取得

した他の基準点のデータを用いて、高精度な現在地を得ること。 
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問５ 今後導入したいとお考えの ICT 技術はありますか 

導入の優先度「中」以上が多かったものは、「4. ドローン空撮」、「5. ドローン苗木運搬」、

「6. ICT ハーベスタ」であった。5 と 6 については高コストではあるが、ニーズが高いこと

が見受けられる。 

一方、「8. 作業日報システム」や「9. VR シミュレーター」のように、現場作業で使用し

ないものについては優先度は低かった。 

 

選択肢 導入
済み 

優先度 
高 中 低 不要 

1. GIS 3  1 2  
2. 高精度 GNSS 3   2  
3. 地上レーザ 1  3 2  
4. ドローン空撮 4  2   
5. ドローン苗木運搬  1 4 1  
6. ICT ハーベスタ   4 1  
7. 木材検収システム 1 2 2 2  
8. 作業日報システム  1 1 2  
9. VR シミュレーター   1 2 2 

 

 

 

図 3-7 今後導入したい ICT 技術 

 

 

問６ 導入したけれども現在は使用していない ICT 技術はありますか 

1 社で、「GIS」を挙げていたが、理由は「QGIS を主に使用しているため」となっており、

ここでは市販の GIS のみを指してのものと思われる。QGIS はフリーソフトであり、解説本

や研修、Web の情報やユーザー数が多く情報源が豊富であること、任意の PC に自由にイン

ストールできることが長所とみられる。 

 

選択肢 回答数 
1. ある（GIS） 1 
2. ない 5 

 

理  由 

【「1. ある（GIS）」の理由】 

・QGIS をメインで使用しているため。 

 

図 3-8 現在は使用していない ICT 技術  

0% 50% 100%

1.GIS

2.高精度GNSS

3.地上レーザ
4.ドローン空撮

5.ﾄﾞﾛｰﾝ苗木運搬
6.ICTハーベスタ
7.木材検収ｼｽﾃﾑ
8.作業日報ｼｽﾃﾑ

9.VRｼﾐｭﾚｰﾀｰ

導入済み 高 中 低 不要

0 1 2 3 4 5 6

1.ある（GIS）

2.ない
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問７ ICT 技術の導入を見合わせているのはどのような理由からでしょうか（複数回答可） 

見合わせ理由として多く挙げられたのは、「1. 導入コストが高い」、「2. 運用コストが高

い」、「3. 情報・ノウハウがない」であった。金銭的コストが障壁となっているほか、3.や 4.

のように情報不足も理由となっている。 

 

選択肢 回答数 
1. 導入コストが高い 4 
2. 運用コストが高い 2 
3. 情報・ノウハウがない 3 
4. 費用対効果が不明確 1 
5. 社内の理解が得られない 0 
6. 担当できる職員がいない 0 
7. 導入にかける余裕がない 1 
8. 精度が不安 0 
9. その他 0 
10. ⾒合わせているものはない 1 

 

図 3-9 ICT 技術の導入の見合わせ理由 

 

 

問８ ICT 技術の導入にあたって、費用の負担軽減のためにどのような手段があると良いで

すか（複数回答可） 

7 社とも「1. 補助金・融資制度」を挙げた。そのほかに「3. リース・レンタル」の回答

もあった。「2. 共同購入」は、どの事業体も選択していない。 

 

選択肢 回答数 
1. 補助⾦・融資制度 7 
2. 共同購入 0 
3. リース・レンタル 1 
4. その他 0 

 

図 3-10 ICT 技術の導入に望まれる費用負担軽減手段 

 

  

0 1 2 3 4 5

1.導入コストが高い
2.運用コストが高い

3.情報・ノウハウがない
4.費用対効果が不明確

5.社内の理解が得られない
6.担当できる職員がいない
7.導入にかける余裕がない

8.精度が不安
9.その他

10.見合わせているものはない

0 1 2 3 4 5 6 7

1.補助金・融資制度

2.共同購入

3.リース・レンタル

4.その他
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問９ 現在、どのような手段で ICT 技術に関する情報を入手されていますか（複数回答可） 

回答では「1. 市」や「2. 協議会等」からのお知らせが多く挙げられており、「3. 研修会・

説明会」についてはほとんどの事業体が回答していた。 

 

選択肢 回答数 
1. ⼤館市からのお知らせ 4 
2. 協議会等からのお知らせ 4 
3. 研修会・説明会 6 
4. 他社・⼈づての情報 0 
5. 業界紙・機関誌等 1 
6. Web サイト、SNS 等 0 
7. その他 
（取扱業者からの売り込み） 1 

 

図 3-11 ICT 技術に関する情報の入手手段 

 

 

問 10 ICT 技術の情報を入手する際、どのような手段があれば良いと思われますか（複数回

答可） 

研修会や説明会など、技術の発信元から直接説明を受けられるものを望む回答が多かった。

そのほか、「5. 同業種・異業種間での情報・意見交換会」なども挙げられている。 

 

選択肢 回答数 
1. 現場職員への技術研修会 7 
2. 経営者向けの研修会 5 
3. 説明会・⾒学会 7 
4. 相談窓口 0 
5. 同業種・異業種間での 

情報・意⾒交換会 2 

6. 講師やコーディネーターの 
派遣 1 

7. 業界紙・機関誌等 0 
8. Web サイト、SNS 等 0 
9. その他 0 

 

図 3-12 ICT 技術に関する情報の入手手段 

 

 

  

0 1 2 3 4 5 6 7

1.大館市からのお知らせ
2.協議会等からのお知らせ

3.研修会・説明会
4.他社・人づての情報
5.業界紙・機関誌等

6.Webサイト、SNS等
7.その他

0 1 2 3 4 5 6 7

1.現場職員への技術研修会
2.経営者向けの研修会

3.説明会・見学会
4.相談窓口

5.同業種・異業種間での情…
6.講師やコーディネーター…

7.業界紙・機関誌等
8.Webサイト、SNS等

9.その他
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問 11 ICT 技術をより活用していくためにどのような取組みが有効だと思われますか（複数

回答可） 

行政側の取組み（外部からの働きかけ）としては、金銭コスト面や技術習得に関わるサポ

ートが望まれており、これまでの回答が反映されている。また、「4. 地域全体での合意形成」

についてもおおむね半数の事業体が回答に挙げている。 

 

選択肢 回答数 
1. 補助⾦や税制優遇、 

融資制度 4 

2. 研修会や勉強会による 
技術習得の機会 5 

3. 社内の合意形成 0 
4. 地域全体での合意形成 3 
5. 講師やコーディネーターの 

派遣 2 

6. その他 0 
 

図 3-13  ICT 技術を活用していくために有効と思われる取組み 

 

 

 

  

0 1 2 3 4 5 6

1.補助金や税制優遇、融資制度

2.研修会や勉強会による技術習得…

3.社内の合意形成

4.地域全体での合意形成

5.講師やコーディネーターの派遣

6.その他
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問 12 ICT 技術の活用における課題・苦労している点等ご自由にご記入ください 

回答には、「高精度 GNSS やドローン空撮を導入したが、それらに対応する森林情報の整

備や検査体制など行政側のフォローがないので困っている」という声が複数みられた。行政

側のフォローについては全国的にも課題となっており、今後、補助事業等の書類の簡素化な

ども含めて、業務の一連の流れに ICT 技術がより広く寄与することが望まれている。 

そのほかには、知識不足や費用の負担、導入に向けた検討のための時間コストを挙げる事

業体もあった。 

 

表 3-1 課題・苦労している点等 

・ICT 技術をフル活用し、施業の効率化と森林管理を目指し、補助事業等の書類の簡素化

ができるようになれば、多くの事業体が森林施業に積極的になれると思う。 

・境界の明確化…現地と森林簿と公図が一致せず、集約化による効率的な森林管理が困難

な状況であるため、高精度な森林情報の整備が必要。 

・人手（人材）不足もあり通常業務に忙殺されて、導入に向けて検討する余裕があまりな

い。本来そのための ICT 導入のはずだが、その前の段階で苦労している。 

・技術を活用するための知識がまだまだ少ない 

・技術の値段が高く、買ったところでしっかり活用できるか不安 

・境界の明確化。森林簿を見ても分からないときがある。そのため、現地確認をするにも

スムーズにいかない方が多い。森林情報を整備してほしい。 

・ドローン空撮を有効利用するための体制が整っていない。林野庁ではオルソ画像により

検査が可能な事業においても、秋田県では非対応になっている。 
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4章. 研修会第 2 部 

 

4.1. 実施内容 
研修会第 2 部では提出課題である企画提案書の発表・講評や、ICT 調査票をもとにスマー

ト林業に関する意見交換会を行った。タイムテーブルを表 4-1 に示す。 

 

表 4-1 研修会第 2 部のタイムテーブル 

時間 内  容 担 当 

09:30 

10:00 

10:10 

11:00 

11:10 

11:40 

開場・受付 

開会、概要説明 

参加者による企画提案書の発表 

休憩 

企画提案書の採点結果の発表・講評 

OWL ビューワーの補足説明 

大館市 

（講評： 

 米代東部署、 

秋田県） 

 

日林協 

12:00 昼食  

13:00 

13:15 

13:35 

14:00 

14:10 

14:45 

15:00 

ICT 調査票集計結果の共有 

Ⅰ．参加者自己紹介、集計結果への感想・気になったこと 

Ⅱ．高額機器のシェアリングについて情報提供・意見交換 

休憩 

Ⅲ．森林情報の整備について情報提供・意見交換 

Ⅳ．合意形成について意見交換 

閉会 

日林協 

 

 

写真 4-1 研修会第 2 部の状況（参加者による企画提案書の発表） 
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4.2. 企画提案書の発表・講評 
第 2 部の午前は、まず研修参加者が課題として提出した企画提案書の発表を行った。発表

にあたっては、以下の 3 点を主に説明してもらった。 

① 提案書作成のポイント（意識した点、特徴、OWL データ利用等） 

② 提案書作成にあたって工夫した点、苦労した点 

③ その他（提案書作成等に関する要望・意見等） 

 

発表後、大館市より採点結果や評価のポイントについて説明があった。また、米代東部森

林管理署、北秋田地域振興局からも講評をいただいた。 

 

 

写真 4-2 企画提案書の講評状況 

（米代東部森林管理署：松浦氏、北秋田地域振興局：岩谷氏） 
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4.3. スマート林業に関する意⾒交換会 
午後は、もう１つの課題である「ICT 活用に関する調査票」の集計結果（3.3 章 P.11～）

を説明し、関連する情報提供を行いながら、意見交換会を実施した。 

 

 

写真 4-3 ICT 調査票集計結果の説明状況 

 

Ⅰ．参加者自己紹介、集計結果への感想・気になったこと 

ICT 調査票の集計結果を発表後、参加者より感想や気になったことについて発言いただい

た。 

 

主な意見 

・高性能 GNSS は 100 日以上稼働している。国有林の林小班データも活用できるように

なり、測量業務に役立っている。ドローンは林況把握には便利だが、それ以上の活用は

できていない。 

・山林の売却を希望する人からの依頼が多くなっているが、地籍調査未実施の箇所での境

界確定に苦労している。林地台帳の高度化を進めてほしい。 

・ドローンの撮影画像は影があり、材積を把握するのは難しい。OWL は活用できそう。 

・OWL は価格面や実用性への不安が経営側にあり導入には至っていない。経営者向けの

研修会を開催してほしい。 

・GIS は普段から活用している。図面をみるのが苦手だったが、境界を GPS に入れて表

示させられるのはすごく助かっている。社員は皆スマートフォンは持っているので、同

様なことができる GPS アプリがあると助かると思う。 

・ICT 技術はどんどん活用していきたい。この研修会に期待している。 

・担い手不足の解消のためにも ICT 技術は重要。このような機会に情報提供していきた
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い。（秋田県） 

 

Ⅱ．高額機器のシェアリングについて 

調査票の集計結果から、低コストの ICT 機器の導入は進んだものの、高額機器について

は導入意向はありながら未導入の状況であることがうかがえた。また、令和 3 年度事業のワ

ークショップの際、共同購入についてアイデアが出されたが、今回の調査票では共同購入の

選択はみられなかった。そこで、スマート農業における事例を情報提供した後に、事業体と

しての意見を聞いた。 

 

主な意見 

・社内でも重機の乗り手が変わった直後によく故障する。責任の所在はどうなるのか。 

・参加者で積立をしてそこから修理費を出すという形になるのでは。 

・普段、重機の故障箇所や修理金額の集計をとってデータ化している。チェックシートの

活用などが必要なのではないか。 

・現場が次々あり、メンテナンス面でも他社とのシェアリングは難しい。 

・チェックシートの付け方も人によってさまざま。使用後は一旦メーカーに預けるのが良

いのではないか。 

・前の乗り手は不調な箇所を無意識にかばいながら運用していて、そのためにチェックシ

ートにも挙がらないのかもしれない。事業体同士でのシェアリングはいざこざを招きそ

う。専門のリース会社に任せるのが良い。 

・リース会社なら修理もしてもらえる。苗木運搬ドローンであればまだ実現可能かもしれ

ないが、保管場所や費用の問題がある。第三者機関が担当するにしてもその経費をどう

するか。 

・植え付けの時期が重なるという面でも難しい。事業体が先頭に立つのは無理だと思うの

で、市や県に調整してもらえたら良い。 

・県が事業体へ機械を貸出している事例はあるが、利用につなげるにはソフト面での支援

や体制づくりが重要。森林組合が高性能林業機械を購入し、調査や集約まで行って伐倒

は素材生産業者に任せるという方式をとっている地域もある。地域で可能な共通項が見

いだせると良い。また、トップダウンで導入が進むことで現場から拒絶反応が起きるお

それもある。職場内での合意形成も欠かせない。 

 

Ⅲ．森林情報の整備について 

調査票の自由記述には、スマート林業の推進にあたり行政に対して森林情報の更新などの

体制整備を求める意見が多くみられた。そこで、行政側の情報提供に関わる取組みなどを紹

介した後に、感想や意見をいただいた。 

 

主な意見 

・秋田県や大館市の森林情報は、現場で確認すると境界がずれており、図面や杭の位置が

合っていない場所がある。自分たちの施業箇所についても面積、形が異なっているため、
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補助申請する際に毎回外周測量をし直している。森林簿上の図面が正確なものになると

助かる。 

・その他広葉樹 50 年生という情報の箇所もハゲ山だったり、ほとんどスギということも

ある。情報精度の立て直しの予定はあるのか。 

・地籍調査が終わった部分は、数年前に森林簿情報と合わせた。事業体が施業した部分に

ついては、補助事業で申請された情報をもとに変化林分を県で修正しているが、通常業

務に加えて手作業で行っているためなかなか追いついていない状況。（秋田県） 

・一般図をみても境界が合わないことは多い。航空レーザ計測の中に公図を取り入れて違

いが分かるようにしてほしい 

・現場に行く前に OWL でデータをみられるのはありがたい。数字だけみて行くのとは全

然違ってくる。 

・ドローンのオルソ画像による検査は県でも対応できるよう進めたい。（秋田県） 

 

Ⅳ．地域の合意形成について 

最後に、調査票の「ICT 技術の活用に必要な取組み」の回答として、地域での合意形成が

挙げられていたことについて、意見交換を行った。 

 

主な意見 

・地域の林業を活性化するためには、川中、川下とのつながりも大切。自社の技術を向上

させるだけではなく、地域全体の合意形成を念頭に置いてほしい。（大館市） 

・これまでの研修会では、大館市や日林協が技術を示してきたが、活用したい技術、解決

したい課題など現場の声に対して解答を出す形が良い。アンケートや本日出た意見をも

とに、その解決に向けて実践的な内容に取組んでいく必要がある。これまでと違うステ

ージに大館市のスマート林業を進められるのではないか。（日林協） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4-4 意見交換会の状況  
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5章. 実施後アンケート 

 

研修会終了後、参加者に全体を通してのアンケートを実施し、次のとおり回答を得た。 

 

 

問１ 今回の研修会の各内容についての満足度をお聞かせください 

各内容の満足度はいずれも「普通」以上であり、全体的に肯定的な回答であった。 

 

項 目 
満⾜度 

満⾜ やや 
満⾜ 普通 やや

不満 不満 

森林経営管理制度の説明 
（9/28） 3 2 2   

OWL データの扱い⽅の説明 
（9/28） 2 3 2   

スマート林業優良事例の紹介 
（9/28） 2 2 3   

企画提案書の発表・講評 
（11/30） 3 1 3   

スマート林業に関する 
意⾒交換会（11/30） 3 2 2   

 

図 5-1 各内容の満足度 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

森林経営管理制度の説明

OWLデータの扱い方の説明

スマート林業優良事例の紹介

企画提案書の発表・講評

スマート林業に関する意見交換会

1.満足 2.やや満足 3.普通 4.やや不満 5.不満
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0 1 2 3 4 5

1.材積把握に活用できる

2.林況・歩留まり把握…

3.有効活用は難しい

4.その他

問２ OWL データの有効性についてどのように感じられましたか 

OWL データの有効性については、参加者全員から「活用できる」との回答を得た。理由

として労力の低減や林況把握が可能であることが挙げられている。 

 

選択肢 回答数 
1. 材積把握に活用できる 4 
2. 林況・歩留まり把握にも 

活用できる 3 

3. 有効活用は難しい 0 
4. その他 0 

 

 

理  由 

【「1. 材積把握に活用できる」の理由】 

・森林調査に要する労力が低減できるとともに林況の把握ができる。 

・どのくらいの材積なのか目安で分かると、経費や売上等も予想できるようになるため。 

・現場に行かなくてもデータである程度把握できること。 

・プロット調査と同程度の材積把握は可能。林況・歩留まりについては、全山の詳しい

データが必要と思われる。 

【「2. 林況・歩留まり把握にも活用できる」の理由】 

・現地調査は必要ではあるものの、それでもデータ把握としては大いに役立つと思う。 

・事務作業で現場に足を運ばなくとも林況把握できるのは素晴らしいと思う。 

・立木密度、地形の状態等鮮明に把握できる。 

 

図 5-2  OWL データの有効性 
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0 1 2 3 4 5

1.ぜひ参加したい

2.ゆくゆくは参加したい

3.参加したいが難しい

4.参加しない

5.その他

問３ 今後、経営管理実施権に係る企画提案の公募に参加されますか 

経営管理実施権に係る企画提案の公募への参加には、参加者の半数以上が前向きだった。

一方、参加が困難な理由としては、知識不足のほか、経営管理実施権の存続期間である 20

年間にわたる木材価格の変動の予測がつきにくいことが挙げられていた。 

 

選択肢 回答数 
1. ぜひ参加したい 4 
2. ゆくゆくは参加したい 1 
3. 参加したいが難しい 2 
4. 参加しない 0 
5. その他 0 

 

 

理  由 

【「1. ぜひ参加したい」の理由】 

・補助金を活用した再造林が提案できる。 

・このような貴重な機会をチャンスにつなげたいと思った。自分の知らない世界で何か

を吸収したい。 

・大館市の林業に対する取組み方に賛同する。これからもさまざまな課題に共に取組み

たい。 

【「3. 参加したいが難しい」の理由】 

・参加できるに至るまでの知識がまだ乏しい（補助金の使い方等）。 

・事業箇所の団地化がもう少し進めば参加しやすくなる。20 年後までの計画を立てて

所有者への支払額を計算するのは難しく、差額分を事業体で支払うとなると二の足を

踏む。木材価格を 20 年間分予想するのは不可能。 

 

図 5-3  企画提案公募への参加 

 

 

  



28 

問４ このような内容の研修会を開催してほしいなどの要望がありましたらお聞かせくださ

い 

引き続き各種 ICT 技術の研修が挙げられたほか、森林経営管理制度に関しては、企画提

案に必要な補助金や森林保険等の活用、さらに経営管理実施権設定後の経過や課題・対応に

ついて知りたいという要望がみられた。 

 

自由記述 

・低コスト化をしている現場研修。ICT 技術を導入している現場見学。 

・今回と同じような形でもいいので、ICT 技術に触れる研修会をもっと増やしていただき

たい。 

・航空レーザ計測についてもう少し知りたい。 

・過去の復習課題として、おさらい研修会などあるとうれしい。 

・企画提案に必要な情報に関する研修（補助金、森林保険等）。 

・ドローンの有効活用。 

・経営管理制度を行った事業体の具体的な事業計画・現在の状況等を聞いてみたい。 

 

図 5-4  研修会についての要望 

 

 

問５ 全体を通しての感想やご意見がございましたらお聞かせください 

他の事業体の考え方や意見が聞けたことが好評であった。また、情報交換の機会としての

ニーズもうかがえた。 

 

自由記述 

・各事業体の意見が聞けて参考になった。 

・森林経営管理制度とそれに伴う企画提案書について、完全に理解まではいかないがとて

も勉強になった。特に他の事業体の提案書を確認でき、比較できたことがとてもありが

たかった。 

・他の林業業者の意見など聞けたのは良かった。 

・今回も参加することができ、勉強になった。企画提案の発表では他の会社のお話が聞け

て参考になった。このような企画提案を開催していただけたことに感謝します。ありが

とうございました。 

・今後も、県、市町村、各事業体等、情報交換の機会があったら知らせてほしい。 

・スマート林業のいろいろな情報があったら教えてほしい。 

・他の事業体の計画策定方法や考え方を聞くことができ、とても興味深く聞かせていただ

いた。普段はなかなか話す機会がないので、各事業体が集まって意見を聞くことができ

る場がもっとあれば良いと思う。 

 

図 5-5  全体を通しての感想・意見  
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ICT 運用体制の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※そのほか、ICT を活用することにより、効率化等が

期待できるものについての洗い出しが必要 

 

 

 

 

 

他、GIS のゾーニン

グ への応用等 

 

各種 ICT 機器の普及 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※経営者向けも必要 

スマート林業の推進 

森林所有者への 

説明等における 

OWL データの活用 

OWL ビュワー操作 

の習熟 実施済 

QGIS、ドローン、 

各種アプリ等 

の体験 実施済 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、意見交

換会等による 

情報交換 実施済 

林業事業体 大館市職員 

制度面 
 

 

 

 

 

他、GIS の習熟等 

OWL 操作の習熟 

技術面 

マニュアル化 

6章. 今後に向けて 

 

スマート林業の推進に向けたこれまでの林業事業体を対象とした研修により、各事業体で

ICT の導入が進むなどの成果が現れ始めている。一方、大館市でも ICT の導入を進めてお

り、これらを活用する市職員による運用体制の確立が課題となっている。 

今後の林業事業体による経営管理実施権の設定に係る企画提案書の作成にあたり、大館市

では OWL データも含めた森林情報を提供する予定である。今回の研修では OWL データを

利用する側の林業事業体を対象としたが、提供する市職員側も、現地でのデータの取得方法

や提供方法を模索中であることから、使用にあたっての研修が必要と考えられる。OWL デ

ータを適切に作成することで、集積計画策定の際の森林所有者への説明等にも活用できる。 

以上を踏まえ、今後は林業事業体への普及を継続するとともに、森林経営管理制度に係る

事務に携わる市職員の技術および制度の両面で ICTの運用体制の向上を進める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 スマート林業の推進イメージ  

 
8 空間を区分し、そこにおける利用のあり方を示すこと。林政においては、森林を経済性や災害リスク等

の要素に基づいて区分し、それぞれにおける将来像と管理方針を示すことを指す。 
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参加者募集リーフレット 
  



 

  



 

 

 

資料 1 募集リーフレット（表面） 



 

 

 

資料 2 募集リーフレット（裏面）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会資料 
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